
尾張旭市監査公表第２９号 

令和７年１月２９日付け尾張旭市監査公表第１号をもって公表した定例監査結果報

告について、令和７年３月２８日付け６給第１５４号で教育長から措置を講じた旨の

通知がありましたので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項

の規定により次のとおり公表します。 

令和７年４月３０日 

 

尾張旭市監査委員 山 田 義 浩      

 

 

                   尾張旭市監査委員 大 島 も え      

 

教育委員会学校給食センター 

監 査 の 指 摘 事 項 措 置 状 況 

学校給食センターにおいて、市長から

行政財産目的外使用の許可（地方自治法

（昭和２２年法律第６７号。以下「法」

という。）第２３８条の４第７項に規定

される許可をいう。）を得ていない防犯

灯の存在を確認した。 

この点、行政財産とは、普通地方公共団

体において公用又は公共用に供し、又は

供することと決定した財産をいう（法第

２３８条第４項）ものとされているとこ

ろ、同課は、防犯灯設置者による行政財産

の目的外使用に気付かずにいたことにな

る。なお、行政財産は、その用途又は目的

を妨げない限度においてその使用を許可

することができるものとされており、許

可をするのであれば、適切な手続を漏れ

なく実施されたい。 

当該防犯灯については、「施設敷地内等

に設置されている防犯灯について（照

会）」（令和７年１月３１日付け６市活号

外市民活動課長発出）に記載の是正内容

に従い、市民活動課と連携の上、防犯灯設

置者に行政財産目的外使用許可申請書の

提出を依頼する。 

また、学校給食センター敷地内につい

て、電柱等に許可を得ていない共架物が

ないかを定期的に確認し、再発防止に努

める。 

物品の検査（尾張旭市物品管理規則（平

成２５年尾張旭市規則第３号）第２３条

に規定される使用中の物品及び備品台帳

に係る検査をいう。）を令和５年度は一部

のものにしか実施していなかった。また、

備品のうち１点は所在が分からなかっ

た。 

物品管理事務を適切に実施されたい。 

指摘事項については、課内で周知徹底

を図るとともに、全ての備品及び備品台

帳の検査を行った。 

また、所在の分からない備品について

は、既に廃棄されていることを確認した

ため、物品出納員と協議後、廃棄手続を行

った。 

今後は、適切な物品管理事務に努める。 



本市の随意契約ガイドライン（総務部

総務課策定。以下「ガイドライン」とい

う。）により、随意契約を締結する場合、

予定価格が尾張旭市契約規則（昭和５３

年尾張旭市規則第１９号）第２５条に定

める金額を超えるときは、随意契約の内

容の公表をしなければならないが、産業

廃棄物収集運搬及び処理業務並びに学校

給食用物資の購入契約は、予定価格が同

条に定める金額を超える随意契約である

にもかかわらず、内容の公表が行われて

いない。 

ガイドラインに沿った事務処理を漏れ

なく実施されたい。 

指摘事項については、課内で周知徹底

を図るとともに、速やかに総務課へ公表

依頼を行い、現在は公表されている。 

今後は、随意契約ガイドラインを遵守

し、適切な事務を実施する。 

 

 


